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〈読み取り図〉を活用した説明的文章教材の読解指導
― 「読みの観点表」と〈読み取り図〉の関係を中心に ―
１．問題の所在
　大西（2018）においては，学習者の読みを具象化させる〈読み取り図〉を作成す
ることの有効性と〈読み取り図〉による伝え合い活動の有効性についての考察を行っ
た。本論においては，〈読み取り図〉のワークシートに添えた「読みの観点表」と
学習者が〈読み取り図〉にまとめた内容の関係を中心に述べていくこととする。
　PISA の2015年の調査では，日本の読解力の低下が見られた。具体的には，調査
に参加した72の国と地域のうち，読解力では前回４位から８位となっている。読解
力については，日本の平均得点は前回の538点から，今回は516点へと低下した。
　日本の読解力の低下を受けて，第26回教育課程企画特別部会（2016）では，「読
解力向上に向けた対応策」が示された。
文章の構造と内容の把握，文章を基にした考えの形成など，文章を読むプロセ
スに着目した学習の充実
（例：文章の構成や展開について記述を基に捉える学習，文章を読んで理解し
たことを基に自分の考えを深める学習の充実など）
　テキストに書かれた文章をただ読むのではない。「読解力向上に向けた対応策」
が示す重要なポイントは，以下の３点の充実である。
 ・ 文章の構成や内容を理解すること（文章の構造と内容の把握）
 ・ 読み取った内容に対して学習者がどのように考えるのか（文章を基にした考えの
形成）
 ・ 学習者が文章をどのように読み取るのか（文章を読むプロセス）
　文章の構造と内容の把握，文章を基にした考えの形成など，文章を読むプロセス
に着目した学習を充実していくためには，上に示した３点を満たす学習活動を充実
させていく必要がある。
　一方で，説明的文章の授業において次のような課題が指摘されている。柴田・佐
藤・武井（2017）では，「国語科の学習において，学習の仕方がわからず，自分が
どのくらい力をつけたのかもわからないという課題が見られる。「読むこと」，特に
説明文の学習は内容が難しく，児童が興味・関心をもちにくい題材を扱っている場
合もある。そのため授業の焦点が内容を理解することに向けられ，具体的な方法や
学習過程がつかみにくい。」と述べている。文章を読むプロセスに着目した学習を
充実していく必要があるが，説明的文章の授業において，内容理解が中心となり，
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説明的文章を学習する過程を学習自身もつかみにくく，教師自身も見取るのが難し
いという課題がある。
　課題に対して，藤・武井（2017）では「効果的な学習方法（読み方，読解方略）
を児童に対して示し，児童が自らその方法を使い，それによって自分の力の高まり
を自覚できるよう，計画的な指導を工夫することが必要である。」と述べている。
学習者自身が「どのように読み取るのか」という学習法や読解方略を身に付ける必
要性を指摘している。読解方略の必要性については，犬塚（2013），峰本（2014），
山本（2016）によって主張がなされてきた。なお，本論における読解方略は「文章
を適切に読むための方法のこと」と定義する。また，学習者自身がどのような力を
身に付けたかをふり返る場も重要となってくる。
　説明的文章の授業において，内容理解を中心した展開から文章の構造と内容の把
握，文章を基にした考えの形成など，文章を読むプロセスに着目した学習へとつな
げていくためには，学習者自身が「どのように読み取るのか」（読みの観点）を身
に付けていく必要があろう。
２．本論の目的
　本論の目的は，文章を読むプロセスに着目した学習を充実させるために，〈読み
取り図〉と「読みの観点表」の関係を中心に考察を行い，〈読み取り図〉を活用し
た説明的文章教材の読解指導の有効性を明らかにしていく。
　学習者が「どのように読み取ったのか（文章を読むプロセス）」，また「どのよう
な考えをしているか（文章を基にした考えの形成）」は，本来目に見えないもので
ある。学習者自身が「どのように読み取ったのか」「どのような考えをしているのか」
を自覚するため，また，教師が見取るためには，本来目に見えない学習者の「読み」
や「考え」を目に見える形にしていく必要がある。一方で，ただ目に見える形にす
ればよいのではない。自らの読みを他者に伝えるためには，読み取ったことを構造
化すること，または「読み」や「考え」を整理する必要がある。論者自身の実践に
おいては，目に見えない「読み」や「考え」を構造化，図式化，整理するために〈読
み取り図〉という学習手段を読解学習に活用した。図１の示したワークシートのよ
うに自らの読みをまとめる。枠組みは思考ツールを活用している。思考ツールを国
語科に活用する利点については北村（2013），黒上（2017）などによって指摘がな
されてきた。思考ツールを活用するということは自らの考えを整理することにつな
がる。一方で，考えを整理するだけでは国語科の学習とはいえない。叙述に基づい
て，自らの考えをもとめる必要がある。〈読み取り図〉とは，思考ツールの枠組み
を活用しながら，他者に自分の読みが伝わるよう，「叙述（本文）」を引用しながら
まとめるものである。
　さらに， 説明的文章を図式化することに関して， 井上 （2017） においては 「「論証
構成図」を導入した中学校説明的文章教材の「図式化」によって，学力差のある学
習集団の学習達成度を引き上げられることが確かめられた。まず，従来の授業で見
られた学習者が説明的文章の理解の曖昧さを抱えたままという状況からの一定の解
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決が実現できた。」 と述べられている。文章を図式化し， 構造化することは， 学習者
にとって説明的文章を理解する手立てとなるのである。〈読み取り図〉により，学
習者の読みを可視化し，学習者の「読み」をより構造的で深い読みへと向かわせる。
　また，学習者は説明的文章の読み方を知らない状態では「読み」まとめることが
できない。「何をどのように読むのか」ということを目に見える形にするため，〈読
み取り図〉を作成前に学習者の学習経験から，説明的文章を読む観点を引き出し，「読
みの観点表」を作成し，活用した。
図１　〈読み取り図〉ワークシート
３．〈読み取り図〉を活用した読解指導の４つの段階
　柴田・佐藤・武井（2017）においては，自己の学びを自覚し活用することができ
る児童を育てるために，「（1）文章をどのように読んだらよいのかという読解方略
を理解している，（2）学習を振り返って読解方略を自ら引き出せる，（3）方略を活
用して自分の力で読むことができる，（4）学習を振り返り自分がどのくらい力がつ
いたのかを自覚できる」の４つの段階を挙げている。４つの段階の流れとしては，（1）
（2）においては，自己の学習経験をふり返り読解方略を獲得する。そして，（3）に
おいて，一人でテキストを読み，（4）によって自らの学びを自覚する時間を設定す
る流れとなっている。論者自身が行った実践においては，読解方略を見える形にす
るために学習者と「読みの観点表（ワザ）」という形で読む観点のまとめを行った。
柴田・佐藤・武井（2017）が示した４つの段階を踏まえて，さらに他者の目をくぐ
り抜け，学習者が学びを深めるために〈読み取り図〉を活用した読解指導の４つ段
階を次に示す。
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【段階１　過去の学習経験を基に「読みの観点表」を作成する】
【段階２　一人読みをして〈読み取り図〉にまとめる】
【段階３　〈読み取り図〉を基に学習者同士が「読み」を伝え合う】
【段階４　学習を通して学習者自身が身に付けた力をふり返る】
　本論においては，学習者がはじめてテキストと向かい合い，個人レベルにおいて，
テキストを読み取る段階からどのようなプロセスで読解学習が行われるのかに注目
するため，次に示す２つの段階に着目する。
【段階１　過去の学習経験を基に「読みの観点表」を作成する】
【段階２　一人読みをして〈読み取り図〉にまとめる】
　【段階１　過去の学習経験を基に「読みの観点表」を作成する】では，学習者が
過去の学習経験をもとに，「読みの観点表」を作成する。段階１においては，学習
者が「どのように読み取るのか」を自覚するために，「読みの観点」を目に見える
形にする場となる。
　また，【段階２　一人読みをして〈読み取り図〉にまとめる】においては，〈読み
取り図〉によって，学習者個人が「どのように読み取ったのか（文章の構造と内容
の把握）」，「どのように読み取っていったのか（読むプロセス）」，「どのように考え
たのか（文章を基にした考えの形成）」を目に見える形にする重要な場となる。目
に見える形にとなった「読み」や「考え」を活用することによって，【段階３　〈読
み取り図〉を基に学習者同士が「読み」を伝え合う】へとつながっていく。
　２つの段階において，学習者個人がどのような学習を行ったか〈読み取り図〉と
「読みの観点表」の関係を中心に考察することによって，〈読み取り図〉を活用した
説明的文章の読解指導有効性を明らかにしていく。
４．研究方法
　考察対象となるのは，平成30年度６月に論者自身が実践を行った説明的文章「動
いて，考えて，また動く」（光村図書４年　平成26年）である。
　研究の方法は，抽出児童である学習者Ａが作成した〈読み取り図〉と「読みの観
点」，学習者Ｂの「読みの観点表」の考察を行う。
　考察するにあたって，注目すべき部分は，次の２点である。
 ・「読みの観点表」への書き込み
 ・〈読み取り図〉と「読みの観点表」の関係
　本論において抽出する学習者Ａと学習者Ｂの学習経験や説明的文章に対する考え
や意識は次の通りである。
　学習者Ａ… 「動いて，考えて，また動く」において，初めて説明的文章の〈読み
取り図〉を作成した。３年生までの学習経験においても，〈読み取り図〉
を活用したことはない。説明的文章の読解は得意であるものの，教師
に対して，「何を」「どのように読み取るのか」ようにまとめるか」が
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分からないと言っていた児童である。
　学習者Ｂ… 「動いて，考えて，また動く」において，初めて説明的文章の〈読み
取り図〉を作成した。３年生までの学習経験においても，〈読み取り図〉
を活用したことはない。説明的文章に対して「苦手」「読むのが嫌」
という意識を持っていた児童である。
　説明的文章に対して，比較的否定的な意識や考えを持っていた学習者Ａと学習者
Ｂが，「読みの観点表」をもとに〈読み取り図〉を活用して，どのように文章の構
造文章を読むプロセスに着目した学習を行ったのかを考察するために抽出を行っ
た。
５．【段階１　過去の学習経験を基に「読みの観点表」を作成する】
5.1　「読みの観点表」について
　図２に示したのは，実際の授業において学習者から引き出した「読みの観点表」（ワ
ザ表）である。学習者に対して，「１～３年生までどのような説明文教材を学習し
てきたのか」「また，説明文教材においてどのような学習を行ってきたのか」と教
師が尋ね，学習経験をふり返らせた。振り返りにおいて学習者から出てきたキーワー
ドを分類し，まとめたものが「読みの観点表」である。なお，「観点表」を「ワザ」
としているのは，学習者が親しみやすいように，学習者と相談して決めたからであ
る。作成した「読みの観点表」は，〈読み取り図〉のワークシートの下部分に添えた。
また，説明的文章を読み解くにはまだまだ足りない観点もある。足りない観点を補っ
ていくために，「ここにのっているもの以外にワザを発見できたら自分の字でつけ
たしていこう！」という文言を「読みの観点表」に添えた。
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図２　学習者から引き出した「読みの観点表」
5.2　「読みの観点表」を作成する授業の実際
　国語科の学習において，学習する事項は，決してその場限りのものではない。学
習する事項は，年間を通じて，または６年間という期間の中において，積み重ねて
いくものである。過去の学習経験を振り返るということは，学習者にとってつなが
りを持たせるという意味においても重要である。過去の説明的文章をどのように読
み取ったのかという「読むプロセス」を確認する場となる。
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　「第三時　学習経験をもとに読みの観点を確認しよう」（注１）では，１年生から
３年生までに学習したことを振り返る場を設定した。過去の教材を列挙し，説明的
文章においてどのような学習をしたのか，また，どのように説明的文章を読み進め
たのかを学習の中から引き出した。
　学習者から引き出した説明的文章を読解するための観点は次の通りである。
〇はじめ―中―おわり（構造）
〇問いと答え
〇筆者の考えを見つける
〇文末表現（～です／～ます，～でしょうか，～からです）
〇接続語（このように）
　学習者から引き出した「読みの観点」は，「読みの観点表」としてまとめた。観
点表にまとめることによって，先に述べたように，「何を読み取ればよいのか」（読
みのプロセス）ということが目に見える形になるのである。
　一方で，「動いて，考えて，また動く」を読み解くためには，まだまだ足りない
観点がある。足りない観点は，一人読み後学習者自らの手によって追加されていく
ことなる。
６．【段階２　一人読みをして〈読み取り図〉にまとめる】
　学習者Ａは，シンキングツールの一つであるＸチャートの形式を活用し，〈読み
取り図〉に自らの読みをまとめた。４つの区切りには，「序論」「本論」「結論」「図
のそんざい　やくわり」という項目を掲げている。〈読み取り図〉によって見える
形となった学習者Ａの「読み」において特に注目すべき点は次の３点である。
　１点目は，学習者Ａが〈読み取り図〉に説明文の構成をまとめていることである。
学習者Ａは，〈読み取り図〉に「序論１段落」「本論２～６段落」「結論７～８段落」
というように説明文の構成をまとめている。注目すべきは，本論と結論部分の記述
である。
　序論部分には，「この説明文は問いがなく，代わりに筆者の経験と経験から考え
た大切なことが書かれています」と記述している。「動いて，考えて，また動く」
は３年生までの学習と違って「問い」がない説明文である。過去の学習経験と照ら
し合わせ，「問いがない代わりに筆者の考えが書かれている」ということを読み取
ることできたことが分かる記述である。
　また，序論部分と結論部分には，「序論と結論には筆者の考えが書かれているこ
とが多い」「実は結論⑧は序論①となかよしで，なぜなら右に赤で書いてある『まず，
動く，そして考えることが大切だ』という物が序論①の P42　１～２行目に書いて
あるからです。」と記述している。学習者Ａの記述は「動いて，考えて，また動く」
が双括型であるという事を捉えることできているのが分かる。さらに，「なぜなら～」
という記述から分かるように，本文を引用しながら根拠を示すことができている。
先の述べた「文章の構成や展開について記述を基に捉える学習」を行えていること
が分かる記述である。
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　２点目は文末表現の効果のまとめである。学習者Ａは，「②の文まつは３種類あり，
～でした，～です，～ましたがあります。ということは事実の文３行とかこの文が
３行あることになります。」「③の文まつは１種類だけで～ましたなどのかこの形だ
けでした。ですから③はかこにこうなったからこう思うようになったんだというこ
とが書かれているのではないかと私は考えます。」というように段落ごとの文末表
現をもとに読み取った内容を記述している。文章を支える文末表現を読み取ること
により，自身が考える「本論」部分の展開の仕方の考えをまとめることができてい
る。文章の内容を把握する学習を行うには，文末表現を手掛かりに読み取っていく
ことも必要である。
　３点目は，説明文中にある図の効果についての考えのまとめである。図のそんざ
い・役割という項目では，「私が考えるこの４つの図は必要だと思います。なぜな
ら図がないと文の内ようが想ぞうしにくい，体の形のような内容が書かれているか
らなのです。（中略）図がない説明文もありますが，それは図がないと分かりにく
い内ようがないということです。」と記述している。学習者Ａの図に関する記述は，
図の効果に気づくだけではなく，「図は必要である」という筆者が図を使ったこと
に対する自身の考えを持つことがきたのが分かるものである。
　以上の３つの点に注目して，学習者Ａの〈読み取り図〉の考察を行った。「どの
ように読み取るのか分からない」という意識を持っていた学習者Ａだったが，「説
明的文章の構成」や「文末表現」，さらにはテキストに挿入されている図に着目して，
説明的文章を読むことができた。〈読み取り図〉によって見える形となった学習者
文末表現の効果をまとめる 説明文の構成をまとめる
説明文中にある図の効果についての考えをまとめる
図３　学習者Ａの〈読み取り図〉
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Ａの「読み」には，読み取ったことをただまとめるだけではなく，読み取ったこと
に関する考えもまとめることができている。テキストの書かれ方に対して，考えを
持つことは，文章を基にした考えを形成する学習の充実へとつながっていくであろ
う。
７．〈読み取り図〉と「読みの観点表」の関係
7.1　学習者Ａの〈読み取り図〉の「読みの観点表」関係性
　学習者Ａは読みをまとめるだけでなく，「読みの観点表」への書き加えも行って
いる。まず，「１，構造（こうぞう）」の部分である。過去の学習経験をふり返り作
成した「読み観点表」では，「はじめ…話題・問い」であった。一方で，「動いて，
考えて，また動く」には問いがない。一人読みを行った後，学習者Ａは，構造部分
に「はじめ…話題・問い」という書き加えを行った。学習者Ａが「動いて，考えて，
また動く」には「問い」がないという新たな構成に気づくことができたこと意味す
る書き加えである。また，「おわり（筆者の考え）」では「まとめ」という言葉も書
き加えている。「おわり」には単に「筆者の考え」が書かれているのではなく「ま
とめ」の役割も果たしていることを理解できたのである。学習者Ａが自ら発見した
構成は次の説明的文章の学習へとつながっていく。
　次に，「２，文末ワザ」の部分では，「～ました／でした（か去）」「～ください（し
じ）」「～ません（ひ定）」「～でしょう（問いかけ）」という書き加えを行っている。
学習者Ａが過去の学習した説明文にはなかった文末表現に気づき，それぞれの文末
表現の役割に関する考えを書くことができている。また，「３，つなぐワザ」の部
分でも同様に「しかし（反対）」ということを書き加えている。
　さらに，学習者Ａは「４，図」という項目を自らの判断で追加している。先に述
べたように学習者Ａは〈読み取り図〉に「図の効果」について，自身の考えをまと
めている。図の効果については，「動いて，考えて，また動く」の書きぶりの工夫
としておさえたい部分である。学習者Ａは，説明文教材を「読む観点」として自ら
必要と感じ，書き加えたことが分かる記述である。新たな文末表現と接続詞の発見
は，次に，説明的文章を読み解くための「読みの観点」となる。
　「第三時　学習経験をもとに読みの観点を確認しよう」での学習においては，過
去の学習経験をふり返り「読みの観点表」を作成した。一方で，「読みの観点」と
「4、図」という観点の追加
構造部分への「書き加え」
文末表現とへの接続語への「書き加え」
図４　学習者Ａの「読みの観点表」への書き込み
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して「動いて，考えて，また動く」を読解するには足りないものであった。過去の
学習と照らし合わせることによって学習者は新たな「読みの観点」を獲得できたの
である。
7.2　学習者Ｂの〈読み取り図〉と「読みの観点表」の関係性
〈読み取り図〉の内容と「読みの観点表」を線で結
「題名」を書き加える
図５　学習者Ｂの〈読み取り図〉と「読みの観点表」
　学習者Ｂは，左から「序論」「本論」「結論」と３つに分けて〈読み取り図〉に自
らの読みをまとめている。
　学習者Ｂの〈読み取り図〉と「読みの観点表」との関係において，注目すべき点
が２つある。
　１点目は，学習者Ｂが自ら〈読み取り図〉にまとめた内容と「読みの観点表」と
を線でつなげる工夫である。例えば，学習者Ｂがまとめた結論部分の「筆者の考え」
に注目する。学習者Ｂは，「工夫をかさねていくことであなたにしかできないほう
ほうがきっとみつかるはずです。（P47　７行目～９行目）」と叙述を引用しながら
「筆者の考え」をまとめている。そして，学習者Ｂは〈読み取り図〉にまとめた「筆
者の考え」から「読みの観点表」の「おわり（筆者の考え）」へ線で結んでいる。〈読
み取り図〉にまとめた内容と「読みの観点」とを対応させているのである。線を結
ぶによって，「自らがどのような読みをしたか」「どの観点を使ったのか」（学習者
Ｂの読解プロセス）が目に見える形にすることができているのである。
　２点目は，学習者Ｂが「読みの観点表」にない「読み」を行っている。「読みの
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観点表」にある「題名」に注目したい。「読みの観点表」に書き加えた「題名」か
ら線が伸びている。線の先には「うごく，そしてかんがえる」という学習者の引用
がある。学習者Ｂは，題名という重要な手掛かりをもとに説明的文章を読むことが
できたことが分かる記述である。
　学習者Ｂは説明的文章を読むのに抵抗があった児童であったが，「読みの観点表」
を手掛かりに説明的文章を読み取っていることが分かる。また，学習者Ｂの線で結
ぶという工夫は，「何を読み取ったのか」ということが見える形となっており，伝
え合いの際に有効になってくるであろう。さらに，読み取った内容と「読みの観点
表」を線で結ぶことによって，「どのように読んだか」，つまり，自らの読みのプロ
セスを見える形にすることができたのである。
８．〈読み取り図〉を活用した読解学習の有効性
8.1　【段階１　過去の学習経験をふり返り， 「読みの観点表」 を作成する】 の有効性
　「第三時　学習経験をもとに読みの観点を確認しよう」における「読みの観点表」
の作成と「第四時　一人読みをしたことを〈読み取り図〉にまとめよう」における
読みの観点表への書き加えをもとに考察を行った。「第三時　学習経験をもとに読
みの観点を確認しよう」においては，学習者の学習経験をふり返り，「読みの観点表」
を作成した。「読みの観点表」を作成することによって，「何を読み取っていくのか」
という学習者の読みのプロセスを目に見える形にできることを確認した。
　また，【段階１　過去の学習経験をふり返り，「読みの観点表」を作成する】では，
足りない「読みの観点」があるということも確認した。足りない「読みの観点」は，
次の【段階２　一人読みをして〈読み取り図〉にまとめる】において，学習者自ら
の手によって補っていくこととなる。
8.2　【段階２　一人読みをして〈読み取り図〉にまとめる】の有効性
　「第四時　一人読みをしたことを〈読み取り図〉にまとめよう」において作成し
た学習者Ａと学習者Ｂの〈読み取り図〉と「読みの観点」の関係の考察を行った。
　学習者Ａは，〈読み取り図〉に説明的文章の構造や文末表現を手掛かりに説明的
文章の内容をまとめることができた。さらに，説明的文章に使われている図に着目
し，図の効果についての考えをまとめることができた。学習者Ａは，読み取ったこ
とをただまとめているのではなく，読み取ったことに対する自身の考えもまとめる
ことができたのである。テキストの書かれ方に対して，考えを持つことは文章を基
にした考えを形成する学習の充実へとつながっていくことを確認した。また，学習
者Ａは，一人読みをした後に「読みの観点表」への書き加えを行った。過去の学習
と照らし合わせることによって学習者は新たな「読みの観点」の獲得へつながるこ
とも確認した。
　学習者Ｂは，〈読み取り図〉にまとめた内容と「読みの観点表」を線で結ぶとい
う工夫を行った。線で結ぶという工夫は，「何を読み取ったのか」ということが見
える形となるということ，さらに，伝え合いの際に有効になるということを確認し
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た。また，読み取った内容と「読みの観点表」を線で結ぶことによって，「どのよ
うに読んだか」，つまり，自らの読みのプロセスを見える形にすることができたこ
とも確認した。
8.3　 文章を読むプロセスに着目した学習の充実と〈読み取り図〉を活用した読解
学習について
　先に述べた「文章を読むプロセスに着目した学習の充実」を実現にしていくには，
以下の３点が重要であった。
 ・ 文章の構成や内容を理解すること（文章の構造と内容の把握）
 ・ 読み取った内容に対して学習者がどのように考えるのか（文章を基にした考えの
形成）
 ・ 学習者が文章をどのように読み取るのか（文章を読むプロセス）
　本論における学習者Ａと学習者Ｂの考察を通して，文章を読むプロセスに着目し
た学習の充実と〈読み取り図〉を活用した読解学習の関係をまとめると次の通りで
ある。
　まず，【段階１　過去の学習経験をふり返り，「読みの観点表」を作成する】にお
いて，学習者は過去の学習経験から「読みの観点表」を作成することによって，「文
章を読むプロセス」を獲得する。
　そして，【段階２　一人読みをして〈読み取り図〉にまとめる】においては，「読
みの観点表」をもとに，〈読み取り図〉によって，
 ・ 学習者がどのように「文章の構造と内容の把握」を行ったのか
 ・ 学習者がどのような「文章を基にした考えの形成」をしたのか
 ・ 学習者がどのような「文章を読むプロセス」で読み解いたのか
　を目に見える形にする。
　【段階１　過去の学習経験をふり返り，「読みの観点表」を作成する】と【段階
２一人読みをして〈読み取り図〉にまとめる】を経験することによって，「文章を
読むプロセスに着目した学習の充実」へとつながっていく。
９．〈読み取り図〉を活用した読解学習の課題
　学習者Ａと学習者Ｂの〈読み取り図〉と「読みの観点表」の考察を通して，次の
ような３つの課題点が浮かび上がってきた。
 課題１　年間を通じた「読みの観点表」の変化
　「読みの観点表」は，その場限りの学習のみではない。年間を通じて，学習者が「読
みの観点表」を活用することによって，説明的文章を読み解くための「読みの観点」
を獲得していくものである。「読みの観点表」は，年間を通じて変化していくもの
である。年間を通じた「読みの観点表」の変化の考察は今後の課題とする。
 課題２　個人レベルの「読み」が他者に及ぼす影響
　今回の考察は学習者Ａと学習者Ｂの考察のみであった。つまり，学習者個人レベ
ルの「読み」の考察のみであった。文章を読むプロセスに着目した学習をさらに充
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実させていくために，学習者個人レベルの「読み」が，他の学習者の「読み」にど
のような影響を及ぼすかの考察は今後の課題とする。
 課題３　学習を通して学習者が身に付けた力
　説明的文章を読み解くことが第一の目的ではない。つまり，〈読み取り図〉と「読
みの観点表」を作成することが目的ではない。〈読み取り図〉と「読みの観点表」
を作成する活動のみに留まってしまうと，次の単元へとつながってはいかない。学
習者が学習を通して「どのような学びがあったのか」，「どのような力を身に付けた
のか」まで至らせることが重要である。今後，〈読み取り図〉の内容と学習者のふ
り返りの内容との関係を考察していく必要がある。
10．〈読み取り図〉を活用した読解学習の今後の展望
 ・年間を通じた「読みの観点表」の変化を考察
　年間を通じて，説明的文章を読み解くための「読みの観点」を学習者が獲得して
いくものである。つまり，「読みの観点表」は，年間を通じて変化していくもので
ある。年間を通じた「読みの観点表」の変化の考察を今後行っていく。
 ・〈読み取り図〉を活用した学習者同士の「読みの伝え合い活動」の段階を考察
　先に述べたように本論における考察は，学習者個人レベルの「読み」に留まって
いる。今後は，文章を読むプロセスに着目した学習をさらに充実させていくために，
〈読み取り図〉を活用した学習者同士の「読みの伝え合い活動」の段階を深く考察
していく必要がある。「読みの伝え合い活動」を考察することによって，個人レベ
ルの「読み」が他者へどのように影響を及ぼしたのかを明らかにしていく。
 ・学習者自身が活動を通じてどのような「言葉の力」を身に付けたかを考察
　文章を読むプロセスに着目した学習をより確かなものにしていくためには，学習
者自身が活動を通じてどのような「言葉の力」を身に付けたかを考察していく必要
がある。今後，「身に付けた力をふり返る時間」において，学習者はどのような記
述したのかを考察することによって明らかにしていく。
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注１）
　〇考察対象「動いて，考えて，また動く」の概要
【教材「動いて，考えて，また動く」の特性】
　考察対象となる「動いて，考えて，また動く」は，４年生になって初めて出会
う説明的文章となっている。「動いて，考えて，また動く」は次の二点の特性を持っ
た教材である。
　一点目は，過去の学習経験との違いである。「動いて，考えて，また動く」は
双括型の文章である。学習者は３年生までの学習経験では，「初め」に「問い」
あるいは「話題提示」があり，「中」に「答え」があって「終わり」でまとめる，
もしくは「終わり」に答えがあるという構造のものが多かった。一方で，「動いて，
考えて，また動く」は，「初め」と「終わり」に「筆者の主張」が繰り返され，「中」
は，裏付ける理由や根拠となる例が示されている。「中」の部分が「事実」と「解
説」により構成されている。文章全体の構成をつかんだ上で，「中」の部分を丁
寧に読み取らせて，段落同士がどのような関係になっているかを考えさせていく。
　二点目は，図が示されていることである。「中」の部分では，図による補足説
明がされている。３年生までの学習において，図や表，絵などが入った説明的文
章に触れてきたが，よりいっそう説明文に図を活用する効果について考えていく
必要がある。
　学習者は，双括型の構造を読み解くこと，図の効果について考えること活動を
通して，学習者が説明文を読む力を身に付けていくことを期待できる単元である。
【「動いて，考えて，また動く」の学習計画】
　「動いて，考えて，また動く」の学習計画は次の通りである。
【第一次】
第一時　つけたい力を確認しよう第二時　学習計画を立てよう
【第二次】
第三時　学習経験をもとに読みの観点を確認しよう（☆）
第四時　一人読みをしたことを〈読み取り図〉にまとめよう（☆）
第五時　一人読みしたことをもとに読みの座談会をしよう
第六時　全体の場で読みのまとめをしよう
【第三次】
第七時　興味を持ったところ発表しよう第八時　身に付けた力をふり返ろう
　考察対象となる学習時間は，☆印をつけた時間である。
　「第三時　学習経験をもとに読みの観点を確認しよう」は，【段階１　過去の学
習経験を基に「読みの観点」を確認する】にあたる。【段階１　過去の学習経験
を基に読みの観点を確認する】では，１年生から３年生までの説明文章において，
どのような学習をしたかをふり返ることによって，説明的文章の読み方を観点表
にまとめる。
　「第四時　一人読みをしたことを〈読み取り図〉にまとめよう」は，【段階２　
一人読みをして〈読み取り図〉にまとめる】にあたる。学習者一人ひとりが自ら
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の「読み」や「考え」を持ち，〈読み取り図〉を活用することによって目に見え
る形にする時間となる。
注２）
〇「一人読み」をする利点
　三藤・青山ら（2012）では，「自覚的な読みができる読み手を育てる上で大事
なことは，まず自分で読む――『一人読み』ができることである。課題に対して，
自分の読みができることである。テキストのどの部分に注目し，そこから自分は
どの読んだのか，まずは自分自身の読みを持つことができることである。」と論
じている。
　学習者個人が確かな「読み」や「考え」を持っていない状態において読みや考
えの交流することは難しい。文章の構造と内容の把握，文章を基にした考えの形
成など，文章を読むプロセスに着目した学習の充実を実現するには，じっくりと
学習者一人ひとりの中に自らの「読み」や「考え」を持つ時間を設定することが
重要である。
　【段階２　一人読みをして〈読み取り図〉にまとめる】においては，学習者一
人ひとりがテキストに対する「読み」や「考え」を持ち，目に見える形に表現す
ることとなる。〈読み取り図〉によって，学習者が「どのように文章の構造と内
容の把握したのか」，「どのような考えを持ったのか」（文章を基にした考えの形
成），「どのように読み取ったのか」（文章を読むプロセス）かが浮かび上がって
くる。
  （おおにし　ひとし・吹田市立片山小学校）

